
【総括レポート2019｜利島】東京宝島事業

東京の11の島々には、雄⼤な⾃然景観や魅⼒的な特産品、島な
らではの独⾃の伝統・⽂化など、様々な宝物があります。2018
年度に開始した「東京宝島事業」は、東京の島々が有するこれ
らの宝物を、島の住⺠が主体となって磨き上げ、広く発信して
いくことで、東京島しょ地域のブランド化を⽬指す取組です。

2018年度の⼤島・神津島・三宅島・⼋丈島の4島に続き、2019
年度は利島・新島・式根島・御蔵島・⻘ヶ島・⽗島・⺟島の７
島で現地の事業者等が参加し、島のブランド化に向けた議論を
⾏う「島会議」を実施しました。
以下では、利島（としま）における2019年度の取組を振り返り
ます。

＜⽬次＞
利島の宝とブランド価値
利島の象徴的顧客像（ペルソナ）
利島のブランドコンセプト・取組アイデア
ブランディング報告会でのプレゼンテーション
2019年度 利島の取組
参加者の声

利島の宝とブランド価値

島会議を通じて改めて「島の宝」を整理した利島では、「椿
林」「イセエビ・サザエが⼤きい」などの産業の魅⼒や、「⻄
から吹く強⾵を『テッパツ』と呼ぶ」という島ならではの⽅⾔
などが挙がりました。中でも「300⼈規模の島だからこそのコ
ミュニケーションが魅⼒」「みんなが家族みたいな島」という、
「ヒト（⼈）」にまつわる魅⼒が多く語られました。

そこから導き出された「ブランド価値」は、「300⼈の島⺠が守
り継ぐ、⼈の知恵と⾃然の恵み」。島にとって当たり前なことこ
そ、利島の価値であると定義しました。

利島の象徴的顧客像（ペルソナ）

島の魅⼒を伝えたい「象徴的顧客像（ペルソナ）」は「ナチュラ
ルな⽣活を⼤切にしたい⼈」。様々な⾃然の幸や、愛おしい⽇々
の営みに触れることで、⾃然を愛する⼈たちに清々しい気持ちを
もたらしたいという思いから設定されました。

島の魅⼒を伝えたいペルソナに利島を知ってもらうために、まず
検討したのは島外に情報発信の拠点を作ることでした。そこで、
続くスタディツアーでは⽇本全国の地産品を販売する⺠間商業施
設「まるごとにっぽん」、⻘森県つがる市が営む「メロン」に特
化したアンテナショップ「果房 メロンとロマン」、⻘ヶ島育ち
の店主が新宿で営む居酒屋「⻘ヶ島屋」を訪問。

飲⾷店経営の難しさを実感した⼀⽅で、商品開発においては魅⼒
的なストーリーがあればお客さんに商品の良さを伝えることがで
きる事を学びました。
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利島のブランドコンセプト・取組アイデア

議論の中で⾔語化された、利島のブランドコンセプトは、「恵み
を満喫 、幸6000年の⾥島（さとしま）」。

ブランド価値「300⼈の島⺠が守り継ぐ、⼈の知恵と⾃然の恵
み」をペルソナに伝えるための取組アイデアは、将来的に島外拠
点を設けることを⽬標に、「利島産の⾷材・産品等の魅⼒発信」
に決定しました。

利島の価値を島外でアピールするには、まず発信できる産品の数
を増やし、質を⾼めることが重要と考え、新たな産品の候補とし
てキハダマグロやカツオ、海苔などの海産物、明⽇葉やにぼし餅
などの名産品を材料とした加⼯品の開発を⽬指しています。また、
島外の既存の飲⾷店や⼩売店と連携し、利島の産品を発信してい
くことも検討しています。
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ブランディング報告会でのプレゼンテーション

2020年2⽉18⽇に、東京・丸の内vacansにて東京宝島ブラン
ディング報告会が開催されました。この中で、島会議参加者が本
⼟の事業者に向け、ブランドコンセプトと取組アイデアのプレゼ
ンテーションを⾏いました。
（ブランディング報告会のレポートは「こちら」）

プレゼンテーション後には加⼯品開発を得意とする料理家、飲⾷
店開業⽀援企業など、利島のプレゼン内容に関⼼を持った様々な
企業と具体的な意⾒交換が⾏われ、今後の取組アイデア具現化の
きっかけ作りになりました。

2019年度 利島の取組

2019年6⽉4⽇ 第1回島会議｜島の宝について検討
2019年7⽉8⽇ 第３回東京宝島会議（全体会議）｜スタディツ
アー、地域ブランドに関するトークセッション
2019年7⽉9⽇ 第2回島会議｜象徴的顧客像（ペルソナ）の検討
2019年10⽉9⽇ 第3回島会議｜取組アイデアの検討
2019年11⽉25⽇ 第4回東京宝島会議（全体会議）｜ブランド
コンセプト・取組アイデアの中間発表
2019年11⽉26⽇ 第4回島会議｜スタディツアー
2020年1⽉15⽇ 第５回島会議｜取組アイデアのブラッシュアッ
プ
2020年２⽉18⽇ 東京宝島ブランディング報告会｜プレゼン
テーションを実施

https://tokyo-treasureislands.jp/archive/branding1/


豊かな⾃然が育んだ利島の産品という宝物をさらに磨き、その魅
⼒をたくさんの⼈に知ってもらうため、東京宝島事業は今後も続
いていきます。

参加者の声

普段集まらないメンバーが話し合いの場を持つことができ、良い
機会となりました。今回の島会議を通じて感じたことは、参加者
⼀⼈ひとりのブランド化に向けた意識に差があること。取組を⼀
層前進させるためにも、2020年度はより参加者本位の環境に変
えていければいいなと思っています。（⻑⾕川⻯介さん 地域
コーディネーター・地域おこし協⼒隊）
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